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ある1．古くはGowers2がてんかん発作を、

夜間に誘発されるnoctumalseizures、昼間

に誘発されるdaytimeseizures、③睡眠一覚

醒とは無関係に誘発されるrandomepilePsy、

の３型に分類した。特に、夜間の発作は入眠直

後と覚醒直前に多い3．JanZ4によれば、覚醒

時のてんかん発作は、幼年発症型の特発性全般

発作が多く、睡眠時の発作は、若年発症型の焦

点発作や特発性、症候性てんかんが多い。覚醒

一睡眠と無関係に誘発されるものの多くは症候

性てんかんであり、典型例ほど予後が不良であ

悪
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はじめに

神経学の教科書には「てんかん（てんかん；

Epilepsy）は様々な病因によってもたらされ

る慢性の脳疾患であり、脳神経細胞の過剰な放

電に由来する反復性の発作を主徴とする。そ

の経過は慢性かつ反復性である」と記されて

いる。てんかんにはその発作を誘発する焦点

(epilepticfocus）が存在する。様々 な病因に

よっててんかんの焦点が生成されるが､この異

常放電（epilepticdischarge）がてんかん発

作（epileptiform）ヘと発展する過程には、神

経細胞が持つ発射特性やイオンチャンネルの変

化、神経細胞の発射活動を伝搬させる神経回路

網の活動、そして、神経回路網の可塑性など

が関与している。また、てんかん発作は覚醒一

睡眠に強く依存することも知られている。そこ

で本稿では、本来の脳神経系の機能がてんかん

のメカニズムにどのように関与するのか考察し

睡眠には、ノンレム睡眠（non-REMsleep；

NREM）とレム睡眠（REMsleep）があり、

前者は１～４期に分類される。てんかんのタイ

プにもよるが、概してノンレム睡眠の１～２期

に最も発作が多く､レム睡眠時には最も少ない５．

また、３～４期に観察される発作は覚醒時や２

期に誘発される発作よりもてんかん発作の持続

時間が長い。全般化については、覚醒時よりも

睡眠時に誘発されやすい6.さらに､側頭葉てん

かんよりも前頭葉てんかんの方が睡眠時に誘発

')旭川医科大学・医学部・脳機能医工学研究センター・教授

（〒078-851O北海道旭川市緑が丘東２条１丁目１番１号）

東京大学・工学系研究科・特定研究客員大講座・教授

（〒113-8656東京都文京区本郷７－３－１）

1．睡眠一覚醒状態とてんかん発作

てんかん発作と覚醒一睡眠には深い関係が
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